
Ｓ
Ｂ
ス
ト
ー
ン

が
今
日
の
礎
に

Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定

業
界
で
初

優
れ
た
着
想
と

創
造
性
を
期
待

トトッッププメメーーカカーー7700年年ののああゆゆみみ 創業70周年
エスビックの歴史は、創業者の栁澤本次（前会長）が戦後復

興の一助として日本中に不燃建築住宅を普及させるため、コン
クリートブロックの事業化に着手し、1952年に新日本ブロッ
ク研究所を創立したことを起点とする。翌1953年には新日本
ブロック株式会社として法人化、1988年には社名を現在のエ
スビック株式会社に改めた。
創業以来、素地ブロックの製造・販売はわが国の高度成長の

波に乗っておおむね順調に推移し、1970年代初頭には業界ト
ップの地位を確立したが、二度のオイルショック後は重油の暴
騰によるコスト増の教訓を生かすべく、従来品から高付加価値
製品への注力転換を図った。これに伴って新規分野にも積極的
に参入。1978年に化粧ブロック、1989年にILブロックの製造
を開始したほか、1997年に栁澤佳雄現社長が就任した後はガ
ーデニング事業にも進
出した。
事業拡大に合わせた

工場の設備投資も適宜
行っており、1960年
代には渋川、高崎の２
工場を新設。高崎工場
には当時世界最高水準
だった米国ベッサー社
製の全自動ブロックマ
シンを導入した。1988
年12月に綿貫工場、翌1989年１月につくば工場を新設したほ
か、同11月には高崎工場内にILブロックを造るためのOLB工
場も設営。ガーデニング事業進出後の2001年４月には同工場
内に「エスビック製品総合展示場」も開設した。
多角的な事業展開とそれを可能にする設備投資、強固な物流

ネットワークの構築などにより、現在では年間売り上げ規模が
100億円を超える企業に成長を遂げた。同社のホームページで
は、こうした発展の歴史を沿革にまとめているほか「採用情
報」に写真付きで掲載している。

SPECIAL
INTERVIEW 栁澤 佳雄

建
築
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
エ
ス
ビ
ッ
ク
（
群
馬
県
高
崎
市
）

は
、
今
年
11
月
に
節
目
の
創
業
70
周
年
を
迎
え
る
。
意
匠
性
の
高
い
化
粧
ブ
ロ
ッ
ク
「
デ
ザ
イ
ン
ブ
ロ

ッ
ク
」
の
各
種
シ
リ
ー
ズ
を
筆
頭
に
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
（
Ｉ
Ｌ
）
ブ
ロ
ッ
ク
、
型
枠
・
土
留
め

擁
壁
、
ガ
ー
デ
ン
ア
イ
テ
ム
な
ど
を
多
彩
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
展
開
し
て
お
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
先
進
的
な
施
策
も
進
め
て
い
る
。
本
特
集
で
は
栁
澤
佳
雄
代
表
取
締
役
社

長
に
お
話
を
う
か
が
う
と
と
も
に
、
独
自
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
、
同
社
の
今
後
を
展
望
す
る
。

代表取締役社長

今今
後後
１１００００
年年
成成
長長
でで
きき
るる
企企
業業
へへ

創
業
70
周
年
を
迎
え

て
の
ご
心
境
を
。

栁
澤
社
長

当
社
の
歴
史

は
１
９
５
２
年
11
月
28
日
に

岳
父
の
栁
澤
本
次
が
新
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
研
究
所
を
創
立
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。
翌
年
に

は
新
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
株
式
会

社
に
改
組
し
、
88
年
に
は
Ｃ

Ｉ
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
導
入
し

て
現
社
名
の
エ
ス
ビ
ッ
ク
株

式
会
社
に
改
め
た
。
私
は
新

日
本
ブ
ロ
ッ
ク
時
代
の
78
年

に
入
社
し
、
複
数
の
役
職
を

経
て
創
業
45
周
年
と
な
る
97

年
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
窯
業

土
石
事
業
に
40
年
以
上
携
わ

っ
て
き
た
が
、
新
日
本
ブ
ロ

ッ
ク
で
35
年
、
社
名
変
更
し

て
エ
ス
ビ
ッ
ク
で
35
年
、
や

っ
と
折
り
返
し
地
点
に
至
っ

た
と
こ
ろ
だ
。
今
後
も
ブ
ロ

ッ
ク
の
製
造
・
販
売
を
通
じ

て
「
快
適
な
夢
の
あ
る
生
活

環
境
」
を
提
供
し
続
け
、
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
業
界

を
け
ん
引
し
て
い
き
た
い
。

キ
ャ
リ
ア
の
な
か
で

特
に
思
い
出
深
い
こ
と
は
。

栁
澤
社
長

私
が
入
社
し

た
翌
年
に
は
第
二
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、
重
油

の
暴
騰
に
伴
う
コ
ス
ト
増
で

業
界
の
ト
ッ
プ
企
業
だ
っ
た

当
社
も
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
。
高
度
経
済
成
長
期
は
造

っ
た
だ
け
売
れ
た
時
代
だ
っ

た
が
、
そ
う
い
う
「
体
力
勝

負
」
が
通
じ
な
く
な
る
と
存

続
を
図
る
に
は
付
加
価
値
の

高
い
製
品
が
必
要
に
な
る
。

そ
こ
で
当
時
、
企
画
課
長

だ
っ
た
私
が
考
案
し
た
の

が
、
表
面
に
切
削
加
工
を
施

し
た
エ
ク
ス
テ
リ
ア
用
の
化

粧
ブ
ロ
ッ
ク
「
Ｓ
Ｂ
ス
ト
ー

ン
」
だ
っ
た
。
開
発
中
に
宮

城
県
沖
で
大
地
震
が
発
生
し

て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
す
る

被
害
が
多
数
報
告
さ
れ
た
た

め
、
急
遽
安
全
性
も
兼
ね
る

よ
う
製
品
設
計
の
変
更
を
求

め
ら
れ
た
。
鉄
筋
の
か
ぶ
り

厚
を
十
分
確
保
で
き
る
よ
う

に
規
格
化
、
製
造
ラ
イ
ン
を

変
更
す
る
な
ど
の
苦
労
も
生

じ
た
が
、
月
間
売
り
上
げ
２

億
円
と
い
う
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
商

品
に
な
り
、
高
付
加
価
値
製

品
を
得
意
と
す
る
今
日
の
礎

を
作
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
後
も
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
て
多
数
の
ヒ
ッ

ト
商
品
を
生
ん
で
き
た
。

栁
澤
社
長

化
粧
ブ
ロ
ッ

ク
に
加
工
を
施
し
て
意
匠
性

や
機
能
性
を
高
め
た
デ
ザ
イ

ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
種
シ
リ
ー

ズ
、
Ｉ
Ｌ
ブ
ロ
ッ
ク
、
擁
壁

用
の
型
枠
ブ
ロ
ッ
ク
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
用
品
な
ど
多
彩
な

用
途
の
製
品
を
開
発
す
る
と

と
も
に
、
事
業
拡
大
に
合
わ

せ
て
工
場
新
設
な
ど
の
設
備

投
資
も
積
極
的
に
行
っ
て
き

た
。
こ
う
し
た
展
開
を
通

じ
、
社
会
動
向
に
応
じ
て
変

わ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き

た
こ
と
が
環
境
適
応
業
と
し

て
の
顧
客
か
ら
の
信
頼
に
つ

な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

近
年
は
路
面
温
度
の
上
昇

を
抑
え
て
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
を
緩
和
す
る
遮
熱
透

水
性
Ｉ
Ｌ
ブ
ロ
ッ
ク
「
シ
ャ

ビ
ー
」、自
然
災
害
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
を
防
ぐ
た

め
、
ブ
ロ
ッ
ク
本
体
の
強
度

を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
証
に
お
け
る
空

洞
ブ
ロ
ッ
ク
の
最
上
位
「
Ｄ

種
」
に
設
定
し
た
連
続
フ
ェ

ン
ス
用
ブ
ロ
ッ
ク
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｏ
（
タ
フ
ト
）」、大

型
重
機
を
使
わ
ず
に
垂
直
施

工
可
能
な
国
土
交
通
大
臣
認

定
擁
壁
「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
レ

コ
ム
）
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
が

堅
調
だ
。

新
築
住
宅
の
着
工
戸
数
も

減
少
基
調
に
あ
り
、
建
築
用

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の

出
荷
数
量
も
伸
び
悩
み
が
予

想
さ
れ
る
が
、
当
社
は
全
社

を
挙
げ
て
経
費
節
減
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
高
付
加
価

値
製
品
の

多
角
的
な

展
開
に
よ

っ
て
、
さ

ら
な
る
成

長
も
期
待

で
き
そ
う

だ
。
今
後

も
住
宅
動

向
に
左
右

さ
れ
な
い

事
業
の
あ

り
方
を
追

求
し
て
い

き
た
い
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

栁
澤
社
長

Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
が
多
い
セ
メ
ン
ト
産
業
と

関
連
の
深
い
ブ
ロ
ッ
ク
業
界

で
も
、
そ
の
削
減
方
法
を
模

索
・
発
信
し
な
い
と
排
出
の

元
凶
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
し

ま
う
。
今
後
は
炭
素
税
の
導

入
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
大
企

業
と
の
取
引
に
お
け
る
採
用

基
準
に
な
る
な
ど
、
脱
炭
素

に
取
り
組
ま
な
い
こ
と
が
企

業
の
リ
ス
ク
に
な
っ
て
い
く

た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

に
向
け
た
施
策
は
会
社
の
存

続
を
図
る
上
で
も
必
須
と
言

え
る
。

当
社
で
は
エ
コ
セ
メ
ン
ト

や
混
合
セ
メ
ン
ト
の
活
用
促

進
、
養
生
工
程
に
お
け
る
熱

源
の
低
炭
素
化
と
い
っ
た
施

策
を
全
社
的
に
推
進
し
て
お

り
、
今
年
９
月
１
日
に
は
ブ

ロ
ッ
ク
業
界
で
初
の
「
中
小

企
業
向
け
Ｓ
Ｂ
Ｔ
（
各
企
業

が
設
定
し
た
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
目
標
と
そ
の
達

成
に
向
け
た
国
際
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
）」認
定
を
取
得
し
た
。

今
後
も
環
境
面
の
対
応
を
強

化
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
業
界
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
向
け
た
施
策
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
（
お
手
本
）
を
示
し
て

い
く
。

70
周
年
を
迎
え
た
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
。

栁
澤
社
長

11
月
３
日
に

創
業
70
周
年
記
念
式
典
を
開

催
し
、
新
た
な
中
期
経
営
計

画
を
発
表
す
る
。
65
周
年
の

際
に
示
し
た
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
は
現
時
点
で
大
半
が
実
現

で
き
て
い
る
が
、
３
Ｒ
や
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く

た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
施

策
を
重
点
項
目
と
す
る
。
全

社
的
活
動
と
す
る
た
め
、
昨

年
９
月
に
は
「
エ
ス
ビ
ッ
ク

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動

し
て
い
る
。

市
場
に
つ
い
て
は
、
２
０

１
８
年
に
静
岡
営
業
所
を
開

設
、
20
年
に
福
島
シ
ー
ビ
ー

を
買
収
（
１
０
０
％
子
会
社

化
）
す
る
と
と
も
に
シ
ン
セ

イ
群
馬
工
場
を
当
社
渋
川
工

場
と
し
て
事
業
を
継
承
し
、

今
年
２
・
３
月
に
新
潟
お
よ

び
札
幌
に
物
流
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
こ
と
で
東
日
本
全

体
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
後
も
営
業
体
制

を
盤
石
化
し
、
シ
ェ
ア
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
現
在
、
綿
貫
工

場
と
通
り
を
挟
む
か
た
ち
で

本
社
新
社
屋
を
建
設
し
て
お

り
、
23
年
の
竣
工
を
目
指
し

て
い
る
。

次
世
代
を
担
う
若
手

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

栁
澤
社
長

今
年
度
の
新

入
社
員
９
人
に
向
け
た
講
話

で
は
、
現
社
名
「
エ
ス
ビ
ッ

ク
（
Ｓ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）」の
由
来

を
説
明
し
た
。
Ｓ
Ｂ
は
旧
社

名
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
、
Ｉ
は
ア

イ
デ
ア
（
着

想
）、Ｃ
は
ク

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
創
造
）

を
表
し
て
お

り
「
新
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
35

年
の
伝
統
を

生
か
し
つ
つ

優
れ
た
ア
イ

デ
ア
と
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

で
高
付
加
価

値
を
生
み
出
す
会
社
」
と
い

う
意
味
に
な
る
。
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た
過

去
の
教
訓
か
ら
、
未
来
に
向

け
て
飛
躍
す
る
に
は
「
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
（
製
造
）
一
辺

倒
・
ブ
ロ
ッ
ク
専
業
の
体
力

勝
負
」
を
脱
し
て
「
知
的
に

生
ま
れ
変
わ
る
」
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
重
要
な
「
着
想
と
創
造

性
」
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

ま
た
「
会
社
員
と
な
っ
て

環
境
問
題
対
応
な
ど
の
社
会

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
仕

事
を
し
た
い
」
と
考
え
る
若

者
が
多
い
た
め
、
「
そ
の
志

望
に
合
致
す
る
会
社
（
生
活

必
需
品
で
あ
る
建
築
用
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
メ
ー

カ
ー
）
に
入
れ
た
の
だ
」
と

説
い
て
い
る
。
「
夢
を
叶
え

た
」
と
感
じ
る
こ
と
が
当
社

の
社
訓
で
あ
る
「
常
に
新
鮮

な
熱
意
と
計
数
の
活
用
」
に

つ
な
が
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し

い
限
り
だ
。

そ
の
ほ
か
に
特
徴
的

な
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
。

栁
澤
社
長

07
年
に
有
志

で
「
エ
ス
ビ
ッ
ク
手
作
り
甲

冑
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
て

畳
鎧
や
陣
笠
、
長
刀
、
槍
な

ど
を
手
作
り
し
て
い
る
。
高

崎
市
で
毎
年
行
わ
れ
る
「
箕

輪
城
ま
つ
り
」
で
は
、
地
域

貢
献
・
活
性
化
の
一
環
と
し

て
同
ク
ラ
ブ
が
作
っ
た
甲
冑

を
身
に
着
け
、
武
者
行
列
や

模
擬
戦
に
参
加
し
て
い
る
。

将
来
の
展
望
や
目
標

に
つ
い
て
。

栁
澤
社
長

世
の
中
の
変

化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
先

を
見
据
え
、
時
代
に
先
駆
け

た
商
品
を
供
給
し
続
け
る
こ

と
で
、
今
後
１
０
０
年
、
２

０
０
年
と
持
続
的
に
成
長
で

き
る
企
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
「
社

会
か
ら
本
当
に
必
要
と
さ
れ

る
会
社
」
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
つ
も

り
だ
。
合
わ
せ
て
エ
ス
ビ
ッ

ク
の
社
員
た
ち
に
「
社
会
か

ら
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
人

材
」
と
し
て
成
長
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

〇沿革関連ページ
https : //www.s-bic.co.jp/history/
http : //www.s-bic.co.jp/recruiting/history.html

高付加価値製品で需要に対応同
社
は
、
本
社
敷
地
内
に
国
内
初
と
な

る
「
エ
ス
ビ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
博
物
館
」（
約

２
５
０
平
方
㍍
）
を
開
設
し
て
い
る
。
大

成
ブ
ロ
ッ
ク
興
業
（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）

か
ら
関
口
製
作
所
製
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
マ
シ

ン
３
０
３
」（
１
９
６
０
年
代
製
）
の
寄
贈

を
受
け
、
目
玉
施
設
で
あ
る
「
ブ
ロ
ッ
ク

マ
シ
ン
展
示
室
」
の
内
容
が
充
実
し
た
こ

と
を
機
に
、
創
業
65
周
年
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
２
０
１
７
年
４
月
３
日
付
で
フ

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

展
示
室
に
は
同
社
の
歴
史
を
彩
っ
た
ブ

ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
を
一
堂
に
展
示
。
同
社
を

建
築
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
に
押
し
上
げ
る
原
動
力
と
な

っ
た
米
国
の
ベ
ッ
サ
ー
マ
シ
ン
や
加
工

機
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
等
の
作
業
用
車
両
な
ど
が
多
数
並

ぶ
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
実
演
コ
ー
ナ

ー
に
は
今
や
「
幻
」
と
な
っ
た
世
界
最
古

の
１
個
取
り
マ
シ
ン
や
同
社
創
業
時
の
２

個
取
り
マ
シ
ン
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
が
置
か

れ
、
製
造
技
術
の
歴
史
を
実
機
で
物
語
っ

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
関
す
る
膨
大

な
資
料
を
ま
と
め
た
資
料
展
示
室
や
来
客

応
対
・
新
人
研
修
な

ど
に
活
用
す
る
「
創

新
館
」
と
い
っ
た
施

設
も
整
え
て
い
る
。

栁
澤
社
長
は
博
物

館
開
設
の
目
的
に
つ

い
て
、
記
録
を
残
し

て
お
く
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
す
る
。

「
私
は
元
総
理
大
臣

の
福
田
康
夫
先
生
に
賜
っ
た
『
温
故
創

新
』
と
い
う
言
葉
を
大
事
に
し
て
い
る
。

過
去
の
事
実
を
研
究
し
て
新
た
な
も
の
を

創
出
す
る
と
い
う
意
味
だ
。
過
去
が
あ
っ

て
現
在
が
あ
り
、
未
来
が
あ
る
わ
け
で
過

去
を
見
つ
め
る
と
我
々
が
何
の
た
め
に
い

る
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
べ
き
な
の

か
見
通
し
や
す
く
な
る
。
当
社
の
ブ
ロ
ッ

ク
は
わ
が
国
を
代
表
す
る
多
数
の
建
築
物

に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
過
去

の
記
録
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
未
来
に
つ

な
が
る
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
る
『
レ
ガ

シ
ー
』
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
の

事
業
活
動
が
未
来
の
『
レ
ガ
シ
ー
』
と

『
レ
ジ
ェ
ン
ド
』
を
生
み
出
し
て
い
る
こ

と
を
社
員
に
も
再
認
識
し
て
ほ
し
い
」

本本
邦邦
初初
のの「「
ブブ
ロロ
ッッ
クク
博博
物物
館館
」」

ＣＮ推進・
市 場 拡 大 時代に先駆けさらに発展

同
社
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

で
も
ブ
ロ
ッ
ク
業
界
に
お
け

る
先
進
的
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
①
エ
コ
セ
メ
ン
ト
や

高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
と
い
っ

た
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
活
用
促

進
②
養
生
工
程
の
省
エ
ネ
ラ

イ
ン
化
と
熱
源
の
低
炭
素
化

③
工
場
内
搬
送
や
載
荷
作
業

に
用
い
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
電
動
化
④
工
場
サ
イ
ト
内

で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

創
出
⑤
各
営
業
所
の

営
業
車
の
Ｈ
Ｖ
化
と

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
⑥
環
境
負
荷

低
減
商
品
の
開
発
・

普
及
な
ど
を
重
点
項

目
と
し
て
、
全
社
的

に
取
り
組
み
を
推

進
。工

場
で
は
、
都
市

ご
み
の
焼
却
灰
を
主
原
料
と

す
る
エ
コ
セ
メ
ン
ト
の
積
極

活
用
に
加
え
、
エ
コ
セ
メ
ン

ト
と
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
を

混
ぜ
た
混
合
セ
メ
ン
ト
へ
の

原
材
料
転
換
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
を
35
％
削
減
す
る

と
と
も
に
、
材
料
由
来
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
普
通
ポ
ル
ト

ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
と
比
べ
て

ブ
ロ
ッ
ク
１
平
方
㍍
あ
た
り

約
46
％
削
減
し
て
い
る
。

昨
秋
を
最
後
に
、
全
８
工

場
で
稼
働
し
て
い
る
13
の
養

生
設
備
で
使
用
し
て
い
た
Ａ

重
油
を
液
化
石
油
ガ
ス
（
Ｌ

Ｐ
Ｇ
）
や
都
市
ガ
ス
に
転
換

し
た
。
さ
ら
に
、
綿
貫
工
場

と
高
崎
工
場
で
は
ド
イ
ツ
・

CureTec

社
製
オ
ー
ル
キ
ュ

ア
シ
ス
テ
ム
に
新
た
な
機
能

と
コ
ン
セ
プ
ト
を
追
加
し
た

特
注
仕
様
の
養
生
室
を
導

入
。
新
養
生
室
の
稼
働
と
運

用
改
善
に
よ
っ
て
原
単
位
あ

た
り
の
燃
料
使
用
量
を
４
分

の
１
程
度
削
減
す
る
と
と
も

に
、
綿
貫
工
場
で
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
に
つ
い
て
も
、
19
年

度
に
比
べ
て
生
産
数
が
増
え

た
20
年
度
に
使
用
量
ベ
ー
ス

で
約
13
％
の
削
減
を
実
現
し

た
。再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
面
で
は
、
綿
貫

工
場
で
12
年
に
建
屋
屋
上
の

約
半
分
に
あ
た
る
２
８
９
７

平
方
㍍
に
２
３
７
６
枚
の
太

陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
設

置
。
13
年
よ
り
本
格
稼
働
し

て
お
り
、
年
間
約
40
万
㌔
㍗

時
の
発
電
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
業
界
で

工
場
の
建
屋
屋
上
を
活
用
し

て
太
陽
光
発
電
所
を
稼
働
し

た
の
は
、
同
社
が
初
に
な
る

と
い
う
。
現
在
は
発
電
量
の

全
量
を
売
電
し
て
い
る
が
、

将
来
的
に
は
自
家
消
費
す
る

こ
と
で
工
場
の
さ
ら
な
る
省

エ
ネ
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
。

昨
年
に
は
、
30
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

13
年
度
比
で
46
％
削
減
す
る

と
い
う
国
の
中
間
目
標
に
向

け
た
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

発
足
。
「
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
50
％
削
減
（
社
内
18

年
度
比
）」を
目
指
し
て
い

る
。
今
後
も
環
境
面
の
対
応

を
強
化
し
て
い
く
方
針
だ
。

材
料
転
換
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
半
減

養
生
工
程
も
省
エ
ネ
化

歴史を物語る製造機展示
栁澤
社長「未来への『レガシー』に」

「TOUGHTO（タフト）」の施工事例

綿貫工場太陽光発電所

遮熱透水性ILブロック「シャビー」

エスビック第１号機のレプリカ

資料展示室の内部

ホームページに載っている1955年
ごろの写真

「幻」の１個取りマシンのレプリカ

「ブロックマシン303」
（大成ブロック興業寄贈）

（ １ ４ ）セ メ ン ト 新 聞（第三種郵便物認可）２ ０ ２ ２ 年（ 令 和 ４ 年 ）１ ０ 月 ２ ４ 日（ 月 曜 日 ）

出典元：2022年10月24日付セメント新聞


